
バスツアー

幕末の騒乱

赤間関・長府散策

大内氏の繁栄と

＊時刻は交通事情等により多少前後する場合があります。

＊当日の状況で、やむを得ず視察先を変更する場合があります。

＊スムースな乗降車にご協力ください。

＊昼食は各自でおとりください。

スケジュール

2025.3.2 sun.

Akamagaseki Chofu Walking Bus Tour 2025

吉敷地域文化振興協議会
https://www.yoshikibito.com/bunka/

吉敷地域文化振興協議会



高杉晋作の霊位礼拝堂として明治17年（1884）に創建。「東行」は晋作

の号で、遺言により奇兵隊の陣屋があった吉田の清水山に葬られ、墓碑

表面には「東行墓」と刻まれている（国史跡）。愛妾おうのは、晋作の

死後尼となり、梅処と称して庵を結び、生涯晋作の墓を守った。

東行庵 高杉晋作墓 下関市吉田1184

長府毛利邸

曹洞宗功山寺

壇ノ浦砲台跡

勝山御殿跡

長門国一宮 住吉神社下関市長府惣社町4-10

下関市長府川端1丁目2-3

下関市みもすそ川町1-1

源平合戦決戦の地となった壇ノ浦に面した

公園。園内には八艘跳びをする源義経像と

錨を担ぐ平知盛像が向かいあう。幕末には、

下関戦争で長州藩の砲台が設置された。現

在、5門の大砲レプリカが海峡に砲身を向

けている。

下関市田倉

文久3年（1863）長府藩主・毛利元周

が、長州藩の攘夷による外国船砲撃

に対する報復に備え、海岸に近い串

崎城麓の藩邸を離れて、わずか5か月

で急造した藩邸。元治元年（1864）2

月に入城し廃藩置県まで存続した。

国史跡。

日本三大住吉のひとつ。檜皮葺九間

社流造の本殿（国宝）は、正平25年

（1370）大内弘世が建立。拝殿（重

要文化財）は、天文8年（1539）毛

利元就寄進により造営。

下関市一の宮

明治36年（1903）、長府毛利家14代毛利元

敏によって建てられた邸宅。明治天皇の行

在所としても使われた。重厚な母屋と白壁

に囲まれた純和風の庭園が往時を偲ばせる。

嘉暦2年（1327）に開かれた曹洞宗寺院。唐

様建築特有の美しさをもつ仏殿は国宝。

大内氏最後の当主義長の自刃の地（当時は長

福寺）。幕末に高杉晋作挙兵の地としても知

られ、境内に馬上姿の晋作像が建つ。仏殿裏

に長府藩主毛利家墓所（県史跡）、大内義長

墓と伝わる宝篋印塔がある。

写真／山口県観光連盟HPほかより 表紙写真／御国廻御行程記 寛保2年（1742）山口県文書館蔵

【だんのうらほうだいあと】

【ながとのくにいちのみや すみよしじんじゃ】

【とうぎょうあん たかすぎしんさくはか】

【そうとうしゅう こうざんじ】

【ちょうふ もうりてい】

【かつやまごてんあと】



死後尼となり、梅処と称して庵を結び、生涯晋作の墓を守った。








